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２．対象法科大学院ごとの評価結果 
 
 ここでは、評価を実施した対象法科大学院ごとの評価結果を掲載しています。また、評価結果と併せて

各対象法科大学院に関する情報を参考資料として添付しています。 

 

（１）「Ⅰ 認証評価結果」 

「Ⅰ 認証評価結果」では、「Ⅱ 章ごとの評価」において第１章から第10章のすべての基準を

満たしている場合、当該法科大学院は、機構が定める法科大学院評価基準に適合していることを、

また、１つでも満たしていない基準があれば、機構が定める法科大学院評価基準に適合していない

こと及びその理由を記述しています。 

追評価については、「Ⅱ 章ごとの評価」において本評価で満たしていないと判断された基準を

満たしている場合、当該法科大学院は、先の評価と併せて、機構が定める法科大学院評価基準に適

合していることを記述しています。 

なお、１つでも満たしていない基準があれば、機構が定める法科大学院評価基準に適合していな

いこと及びその理由を記述することとしています。 

 さらに、法曹養成の基本理念や当該法科大学院の目的に照らして、主な優れた点を抽出し、上記

結果と併せて掲げています。 

 

（２）「Ⅱ 章ごとの評価」 

「Ⅱ 章ごとの評価」では、章ごと（追評価については、本評価で満たしていないと判断された

基準を含む章ごと）に「１ 評価」において、基準を満たしているかどうか、及びその「根拠理由」

を明らかにしています。加えて、「２ 優れた点及び改善を要する点等」において、法曹養成の基

本理念や当該法科大学院の目的に照らして、優れた点、特色ある取組、改善を要する点等を記述し

ています。 

さらに、「３ 章全体の状況」には、章全体の状況について、次の４段階の判断記述に当てはめ

て、最も適切と判断したものを記述しています。 

・ 当該章の基準のすべてを満たしており、かつ、法曹養成の基本理念や当該法科大学院の目的に

照らし、総合的に判断して、優れた状況である。 

・ 当該章の基準のすべてを満たしており、かつ、法曹養成の基本理念や当該法科大学院の目的に

照らし、総合的に判断して、相応な状況である。 

・ 当該章の基準のすべてを満たしているが、法曹養成の基本理念や当該法科大学院の目的に照ら

し、総合的に判断して、改善を要する状況である。 

・ 当該章の基準のうち、満たしていない基準があり、章として問題がある。 

 なお、追評価については、「Ⅱ 章ごとの評価」のうち、追評価の対象としない基準に関しては

先の評価時のものを記述しています。 
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（３）「参考」 

「参考」では、対象法科大学院から提出された自己評価書の「ⅰ 現況及び特徴」、「ⅱ 目的」

を転載するとともに、自己評価書等を掲載している機構ウェブサイトのアドレスを「ⅲ 自己評価

書等」に掲載しています。 
追評価については、自己評価書等を掲載している機構ウェブサイトのアドレスのみ「自己評価書

等」に掲載しています。 


